
大
崎
短
絡
線
事
業
の
問
題
点

を
お
さ
ら
い
し
ま
す
。
＊
詳
し

く
は
裏
面
図
面
も
参
照
下
さ
い
。

ま
た
、
今
回
の
話
し
合
い
で

は
そ
の
他
の
問
題
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
側
は
短
絡
線
事
業
の
理

由
の
一
つ
と
し
て
「
平
面
交
差

を
解
消
し
危
険
を
解
消
す
る
」

事
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
実
際
に
は
貨
物
線
の
平
面
交

差
は
残
り
ま
す
。
大
増
発
の
中

を
か
い
く
ぐ
っ
て
貨
物
車
輌
が

交
差
、
む
し
ろ

危
険
度
は
増
し

ま
す
。
話
合
い

を
続
け
て
き
た

地
元
町
会
の
新

生
会
は
２
年
近

く
こ
の
事
実
を

知
ら
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
事
業
は
広
範
囲
に
渡

り
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
す
が
、

「
大
崎
駅
構
内
」
の
整
備
事
業

と
し
て
申
請
さ
れ
て
お
り
、
国

交
省
の
認
可
は
必
要
と
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
ど
う
考

え
て
も
理
屈
に
合
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
に
も
、
③
環
境
ア
セ

ス
に
鉄
粉
飛
散
の
項
目
が
な
い

問
題
や
④
「
時
速

80
キ
ロ
で
走

行
し
、
カ
ー
ブ
に
は

40
キ
ロ
で

入
る
」
と
説
明
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
設
計
最
高
速
度
は

１
１
０
Ｋ
ｍ
で
申
請
さ
れ
て
い

る
、
等
の
不
安
点
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
計
画
路
線
上
に
は
新

築
の
マ
ン
シ
ョ
ン
も
建
っ
て
い

ま
す
。
今
回
話
を
聞
い
た
方
が

「
こ
こ
に
住
み
続
け
る
つ
も
り

で
建
て
た
」
も
の
で
す
。
Ｊ
Ｒ

は
住
民
を
無
視
し
「
収
用
」
な

ど
で
事
業
を
強
行
す
る
の
で
は

な
く
、
納
得
い
く
ま
で
話
合
う

機
会
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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安藤たい作
ニュース
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安藤事務所と日本共産党西品川支部で
連絡協議会の方からお話を聞きました

安藤たい作ニュース は、「品川区議会における政務調査費の交付に関する規定」で定める使途基準「広報・活動費」に基づき、政務調査費によって発行されています。

さる４日に大崎駅西口のソニーテクノロジーセ

ンターの建替え工事の住民説明会がありました。

なんと15日には着工したいとの説明。どう考

えても性急過ぎます。なぜ懸念事項を解決して

から事にあたらないのでしょうか。

区政報告

以
前
か
ら
当
ニ
ュ
ー
ス
で
お
伝
え
し
て
い
る
「
大
崎
短
絡
線
問
題
」
。
こ
の

た
び
私
・
安
藤
と
地
域
の
日
本
共
産
党
西
品
川
支
部
で
、
運
動
を
進
め
る
大

崎
短
絡
線
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
の
方
を
お
招
き
し
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
新
た
な
問
題
点
も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

平
面
交
差
は
解
消
さ
れ
ず
、

危
険
は
む
し
ろ
増
大

'74年宮城県仙台市生まれ。国立宮城教育大卒。'98年漫画家を志し上京。'02年青年誌奨励賞受賞。'06年の区議補選で初当選。安藤たい作プロフィール

こ
れ
で
大
崎
駅
「
構
内
」

の
整
備
事
業
？

漫画：安藤たい作

まだまだ問題山積み、大崎短絡線

①
下
り
勾
配
・
急
カ
ー
ブ
に
よ
る

脱
線
事
故
へ
の
不
安

②
騒
音
・
振
動
・
鉄
粉
飛
散
の

環
境
被
害

③
増
発
に
よ
り
沿
線
の
「
開
か
ず

の
踏
切
」
が
加
速

④
高
架
線
路
の
建
設
に
伴
い
水
害

多
発
地
域
の
道
路
を
盤
下
げ

Ｊ
Ｒ
は
納
得
い
く
ま
で

住
民
と
話
し
合
う
べ
き



尼崎の再現？

脱線事故の危険

騒音・振動・鉄粉・・

住環境が悪化

「開かずの踏切」、

各所で増加

水害多発地域なのに

道路掘り下げ

止まりきれない列車

大崎駅ホームを

五反田方面に延長

1日100本以上の増発により、各所で「開か

ずの踏切」が発生。その影響は湘南新宿ラ

イン沿線の広い地域に及びます。

現在でも沿線住民は新幹線と

横須賀線の騒音・振動・鉄粉

飛散に日夜悩まされています。

それが更に悪化することに。

大崎駅に最短距離を通すた

め、尼崎脱線事故の約半分

の急カーブ（半径160Ｍ）に。

しかも下り坂の急勾配。線

路のすぐ脇には住宅・マン

ション。大事故におびえな

がら暮らすことになります。

急カーブを下るため、車輌は現

在地のホームでは止まりきれず、

大崎駅のホームが五反田方面に

拡張。都営住宅等周辺地域の住

環境に甚大な影響が出ます。

短絡線と交差す

る補助163号線

は線路との空間

確保のため約１

Ｍ掘下げ。冠水

の不安が。

不 安 だ ら け の

大 崎 短 絡 線
地 元 無 視 で
す す め て い い の ！ ？

←品川方面

横浜方面→

湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
（
上
り
）

ＪＲ側は短絡線の目的として「横須賀線と湘南

新宿ラインの平面交差の解消」と地元に説明し

てきましたが、実際には貨物線の交差は解消さ

れないことが明らかになっています。

今回の事業は「大崎駅構内」の改良工事として

申請され、新線扱いになっていません。結果

「国交省の認可は必要ない」ことになりました。

←
新
宿
方
面

大
崎
駅

不誠実なＪＲ側の説明

これが大崎駅「構内」の整備？

他
に
も
こ
ん
な
問
題
点
が
→
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